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ワークセンター松阪において、指定管理者が行う業務の内容及び業務の履行方法は、この

ワークセンター松阪指定管理者仕様書（以下「仕様書」という。）によります。 

 

Ⅰ 管理運営方針 

  指定管理者が持つノウハウや相違工夫に基づいた管理運営により、雇用の促進と勤労

者その他市民の健康・福祉の増進及び文化教養の向上のための事業の実施並びに貸館利用

率の向上を図ってください。 

  その際、指定管理者は、雇用の促進と勤労者その他市民の健康・福祉の増進及び文化教

養の向上というワークセンター松阪の設置目的に鑑み、施設の機能等を維持・確保しつつ、

住民サービスの質の向上を図るため、ワークセンター松阪の管理運営に当たっては、次に

掲げる項目に留意してください。 

  なお、松阪市（以下「市」という）は、指定管理者に対し、ワークセンター松阪が適切

に維持管理され運営できるよう、指導・助言を行います。 

(1) 基本方針 

 ① 指定管理者は、ワークセンター松阪の利用に際して平等かつ公平な取扱いを行わなけ

ればなりません。 

 ② 指定管理者は、ワークセンター松阪の施設を活かし、雇用の促進と勤労者その他市民

の健康・福祉の増進及び文化教養の向上につながる事業を展開してください。 

(2) 維持管理方針 

 施設、設備等の機能及び特性を十分に理解し、利用者・来訪者が快適かつ安全に利用でき

るよう適正な維持管理及び保守点検を行うとともに、利便性の向上に努めてください。 

(3) 運営方針 

 ① 利用者・来訪者の意見をワークセンター松阪の管理運営に反映させてください。 

 ② 事業者や従業員等との連携を図り、ワークセンター松阪の利用促進に努めてください。 

 

 

Ⅱ 業務対象施設の概要 

 

１ 施設の目的 

本施設は、雇用の促進と勤労者その他市民の健康・福祉の増進及び文化教養の向上を

図る施設です。 

また、管理運営面においては、ワークセンター松阪の設置目的に鑑み、施設の機能等

を維持・確保しつつ、住民サービスの質の向上を図るとともに、経費縮減と収益向上に

より、低コストで高いクオリティの施設環境を持続していくこととしています。 

 

２ 名称、所在地 

名 称 ワークセンター松阪 

所在地 松阪市上川町 212 番地 1 

 



 

2 
 

３ 施設の内容 

指定管理者が管理運営を行う対象施設については、ワークセンター松阪条例（以下

「施設条例」という）に定める施設とします。 

以下に各館、各部屋についての説明書きをしますが、各館共用部及び、駐車場を含む

ワークセンター内敷地全ての管理を対象といたします。 
(1) 施設用途面積 

ア．本館（旧松阪勤労者総合福祉センター） 

所在地 三重県松阪市上川町 212 番地 8 

 建築面積    903.89 ㎡ 

延床面積    1208.28  ㎡ 

1 階床面積        863.84 ㎡ 

2 階床面積        344.44 ㎡ 

 

イ．第一別館（旧松阪市労働会館） 

所在地 三重県松阪市上川町 212 番地 1 

建築面積    221.07  ㎡ 

延床面積    336.24  ㎡ 

1 階床面積         211.47 ㎡ 

2 階床面積         124.77 ㎡ 

 

 ウ．第二別館（旧松阪市勤労青少年ホーム） 

所在地 三重県松阪市上川町 212 番地 1 

建築面積    482.26  ㎡ 

延床面積    697.85  ㎡ 

1 階床面積          473.60 ㎡ 

2 階床面積          224.25 ㎡ 

 

エ．体育施設（旧松阪勤労者体育施設） 

所在地 三重県松阪市上川町 212 番地 6 

建築面積         214.02 ㎡ 

延床面積         207.01 ㎡ 

1 階床面積         207.01 ㎡ 

 

（2）施設の概要・全体概要図 

ア．本館 

【1 階】 ・事務室 41.49 ㎡ ・・・Ａ 

・多目的ホール 452.60 ㎡ ・・・Ｂ 

・会議室 36.69 ㎡ ・・・Ｃ 

・事務室兼倉庫 34.02 ㎡ ・・・Ｄ 
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【2 階】 ・視聴覚室 90.40 ㎡ ・・・Ｅ 

・研修室 79.38 ㎡ ・・・Ｆ 

・会議室 52.56 ㎡ ・・・Ｇ 

 

イ.第一別館 

【1 階】 ・事務室 46.20 ㎡ ・・・Ｈ 

・会議室 44.85 ㎡ ・・・Ｉ 

・会議室 28.50 ㎡ ・・・Ｊ 

【2 階】 ・会議室 90.40 ㎡ ・・・Ｋ 

 

ウ.第二別館 

【1 階】 ・事務室兼倉庫 26.70 ㎡ ・・・Ｌ 

・多目的ホール 120.90 ㎡ ・・・Ｍ 

・料理講習室 91.00 ㎡ ・・・Ｎ 

【2 階】 ・第１講習室 52.00 ㎡ ・・・Ｏ 

・第２講習室 52.00 ㎡ ・・・Ｐ 

・和室 42.73 ㎡ ・・・Ｑ 

・会議室 12.75 ㎡ ・・・Ｒ 

 

エ.体育施設 

【1 階】 ・クラブハウス 207.01 ㎡ ・・・Ｓ 

・テニスコート 2840.00 ㎡ ・・・Ｔ 

・多目的グラウンド 5650.00 ㎡ ・・・Ｕ 

 

オ．駐車場 

・普通車駐車枠                 １７１台分 

・軽自動車駐車枠                    ４台分 

・身体障がい者優先駐車場枠             ２台分 

・公用車駐車枠                   ３台分 

・本館横駐輪場                  ２０台分 

・第二別館横駐輪場                 ５台分 
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※ 貸館可能な部屋を赤枠で囲っています。 

本館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Ａ（事務室）については、「松阪市勤労者サービスセンター」が市の許可（行政財産目的

外使用）を得て、通年利用します。 

※ Ｃ（会議室１）については、指定管理者の事務室とします。 

※ Ｄ（事務室兼倉庫）については、常駐事業所の事務室及び備品等倉庫として利用します。 
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第一別館 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

1 階平面図 1/300 

 

※ Ｈ（事務室）については「連合三重松阪多気地域協議会」、「松阪多気地区労働者福祉協

議会」が市の許可（行政財産目的外使用）を得て、通年利用します。 

Ｊ（会議室）の使用料はＩ（会議室）に準ずる。利用の際は利用者へ説明してください。 

 

 

 

 

 

 

2 階平面図 1/300 

 
第二別館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 階平面図 1/300 

※ Ｌ（事務室兼倉庫）については、常駐事業所の事務室及び備品等倉庫として利用します。 

1 階 

1 階 

２階 

Ｉ 

H 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｊ 



 

6 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

2 階平面図 1/300 
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1 階平面図 1/300 
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多目的グラウンド（１面） 

 

            
 
 
 

平面図 1/800 

４ 休館日 

施設条例による。 

(1)月曜日。ただし、当該日が国民の祝日に関する法律に規定する休日に当たるときは、 

その翌日  

(2)12 月 29 日から翌年 1月 3 日まで 

※ 市長が特に必要があると認めるときは、これを変更し、又は臨時に定めることがで

きる。 

 

５ 施設の利用時間（開館時間） 

施設条例による。 

(1)火曜日から土曜日までは、午前 9時から午後 9時まで 

(2)日曜日及び休日は、午前 9 時から午後 5 時まで 

※ 市長が特に必要があると認めるときは、これを変更し、又は臨時に定めることがで

きる。 

 

Ⅲ 指定管理者の業務 

指定管理者が行う主な業務の内容と基本的事項に関しては下記の『Ⅲ 指定管理者が行

う管理の基準』のとおりです。 

また、業務の範囲については、『Ⅳ 管理業務となる事業』のとおりです。 

なお、業務を行うにあたり業務の一部を第三者に委託し又は請け負わせる場合は、原則

Ｕ 
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として松阪市内に事業所、営業所等を有する者を優先することとし、事前に市への届出が

必要となります。この際、業務の一部を委託又は請け負わせることができる第三者は、募

集要項「Ⅱ応募手続きについて」の「1 応募の資格等」、「（2）応募者の制限」に準じるも

のとします。 

 
１ 指定管理者が行う管理の基準 

  当該施設条例で定める管理の基準に従って、施設の管理を行うものとします。       

 なお、適正な管理運営の観点から必要不可欠である業務の基本事項は、次のとおりです。 

(1)休館日 

休館日は、施設条例で定めるとおりとします。なお、市長が特に必要があると認める

ときは、これを変更し、又は臨時に定めることができます。 

なお、指定管理者の応募に際しては、サービスの向上や利用効率を図る観点などから、

これ以外に開館、又は休館を設定する提案を可能とします。ただし、実際の運営に際し

ては、これ以外の開館、又は休館を行う場合は事前に市長の承認を得る必要があります。 

(2)開館時間 

開館時間は、施設条例で定めるとおりとします。なお、指定管理者の応募に際しては、

サービスの向上や利用効率を図る観点などから、これ以外に開館時間を設定する提案

を可能とします。ただし、実際の運営に際しては、これ以外の開館時間の運用を行う場

合は事前に市長の承認を得る必要があります。 

(3)サービスの向上 

施設を常に清潔に保つとともに、利用者に対するサービスの向上を図り、利用者の増

加に努めてください。また、各種トラブル、苦情等には迅速かつ適切に対応してくださ

い。 

(4)法令の厳守 

施設の管理運営にあたっては、次の各項に掲げる法令のほか、指定管理者が当然に適

用を受ける法令および協定書、仕様書等を厳守することとします。 

① 地方自治法（昭和 22年法律第 67 号） 

② 松阪市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例 

③ 松阪市勤労者総合福祉施設条例 

④ 松阪市行政手続条例 

⑤ 松阪市個人情報保護条例 

⑥ 松阪市情報公開条例 

⑦ 労働基準法、その他労働関係法令 

⑧ 健康増進法（分煙について） 

⑨ その他関係法令等 

※ 前各号に規定する法令並びに条例及び規則に改廃等があった場合は、改廃等がされ

た内容をもって仕様とします。 

(5)環境配慮の推進 

施設の管理運営にあたっては、電気などの効率的利用、廃棄物の発生抑制とリサイク
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ルの推進、環境負荷の低減に資する物品等の調達（グリーン購入）などの環境配慮を行

うこととします。 

(6)善管注意義務 

指定管理者は、善良なる管理者の注意をもって、施設内外の施設・設備及び敷地を常

に良好な状態に管理しなければなりません。 

(7)施設の新設、増改築等 

施設の新設、増改築等については、松阪市との事前協議が必要となります。なお、協

議にあたっては、施設の目的、管理運営方針、景観並びに関係法令等に照らし判断する

こととなります。 

(8)施設・設備等の維持管理等 

管理運営業務を行うに当たっては、利用者が快適に施設等を利用できるよう、適切な

維持管理を行ってください。 

また、設備の新規設置等については松阪市との事前協議が必要となります。なお、協

議にあたっては、施設の目的、管理運営方針、景観並びに関係法令等に照らし判断する

こととなります。 

(9)人員に関する業務 

施設の管理に支障が出ない職員の勤務体制を整備し、管理業務等が適切に遂行され

ているかについてチェックを行える体制を確立してください。また、サービスの向上を

図るため、配置する職員全員が業務全般を理解し対応できるよう、職員研修などについ

ても計画を策定してください。 

(10)公正な施設の供用 

施設の供用にあたっては、利用に関し公平性を確保することとします。 

(11)緊急時の対応 

指定管理者は、施設において利用者等に被害や災害その他の事故等が発生した場合、

現場で対応する責任を有し、直ちに必要な措置をとるとともに、速やかに市に報告しな

ければなりません。 

(12)情報公開 

施設の管理運営に係る情報の公開に関しては、松阪市情報公開条例に準じ、必要な措

置を講じることとします。 

(13)管理運営を通じて取得した個人に関する情報の取扱い 

指定管理者は、個人情報の適切な管理のため必要な措置を講ずることとし、その管理

する公の施設の業務に従事している者（従事者）は、当該施設の管理に関し、知り得た

秘密を他に漏らし、又は自己の利益のために利用してはなりません。指定管理者の指定

の期間が満了し、若しくは指定を取り消され、又は従事者が職務を退いた後においても

同様とします。 

(14)文書の管理保存 

管理運営業務を行うにあたり作成し、又は取得した文書、図書、写真及び電磁的記録

（以下「管理文書」という。）は、松阪市文書管理規程に準じて、適正に管理・保存する

こととします。なお、管理文書については、指定期間終了時に、市の指示に従って引き
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渡しするものとします。 

(15)人権への配慮 

指定管理者は、公平な採用選考や人権研修の実施など、人権に配慮した業務遂行に努

めてください。 

(16)勤労福祉関係団体及び地域活性化団体等との連携 

三重県労働者福祉協議会をはじめ、県内のサービスセンター等の勤労福祉関係団体及

び市内の事業所、地元自治会や学校等との連携を図ることとします。また、勤労者の福

祉の向上を図るため、県外の企業及び事業所とも積極的に連携し、良質なサービスが提

供できるよう努めてください。  

 (17)その他 

   管理に関する詳細事項は、市と協議の上、協定で定める。 
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Ⅳ 管理業務となる事業 

１ 管理業務となる事業 

(1)運営業務 

① 施設運営（貸館業務） 

ア 施設の提供 

 ・施設等の提供については、施設条例に従って、適正に行ってください。 

    ・施設及び設備の適切な利用が図られるよう、利用者・来訪者からの相談等にきめ

細やかに対応してください。 

    ・営利目的で施設等の提供をする場合については、貸館を許可する事業者について

事前に市と協議し許可する基準を策定してください。貸館時にはその目的や利用

事業所のチェックを行い、基準に則り貸館許可をし苦情・トラブルにつながらない

体制を整えてください。 

   イ 施設の利用料金の設定及び収受 

    ・施設の利用料金は、施設条例に定める額を上限としとし、あらかじめ市長の承認

を受けて、利用料金を設定することができます。ただし、現状の利用者に不利益にな

らないよう、契約期間中は基本的に変更しないものとします。やむを得ず、利用料金

を変更する場合は、施設の仮予約、または利用承認をした利用者に対する説明や、新

料金の施行にあたって一定の周知期間を設けるなど、適切に対応してください。 

       ・指定管理者は施設の利用許可に係る利用料金を収入として収受してください。         

なお、条例第７に定める減免基準に従い、利用料金を減免しなければなりません。 

   ウ 利用促進業務 

    ・各施設の利用促進において、後述する講座にて使用する施設をあらかじめ確保し、

その上で講座利用以外での使用できる枠について貸館稼働率の向上を検討してく

ださい。特に利用可能人数の多い会議室や、和室・料理講習室等の特色ある施設に

ついては指定管理者のノウハウを活かし、新たな講座や自主事業での活用に努め

てください。現状の施設稼働率については「【別紙 2-1】ワークセンター松阪にお

ける貸館稼働率」を参考にしてください。また、各施設における備品に関しまして

「【別紙 2-2】ワークセンター松阪備品一覧表」を参考にしてください。 

    ・施設の利用向上を図るため、ＳＮＳの活用及び施設案内パンフレットを作成する

等、幅広い年齢層への有効な宣伝活動を行ってください。 

    ・施設の予約に際しては「松阪市公共施設予約システム」を活用し電子申請を積極

的に活用するよう努めてください。 

   エ 施設の管理に係る収入・支出について 

・施設に係る出納については、専用の口座を設け、別会計として経理処理してくだ

さい。 

    ・会計期間は、４月１日から翌年３月３１日までとします。 

   オ 行政財産の目的外使用の取扱いについて 

    ・本館に使用許可している「松阪市勤労者サービスセンター」、第一別館に使用許

可している「連合三重松阪地協」及び「松阪多気地区労働者福祉協議会」の貸付に
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ついては地方自治法第２３８条の４第７項及び松阪市公有財産規則に基づく行政

財産使用手続きを市が行い、貸付収入については市の収入となります。その他指定

管理者による使用許可の範囲で実施できないものについては同様の手続きを市が

行います。 

（行政財産使用許可手続きが必要になる案件：東京管区気象台土地貸付、西日本電 

信電話株式会社土地貸付、敷地内への電柱の設置等） 

 

  ② ワークセンター松阪事業の運営 

   ア 事業内容について 

    ・ワークセンター松阪事業の事業内容は以下のとおりであり、指定管理者がその運

営を行ってください。 

     【1】講 座  

        定期講座    前期 35 講座以上  後期 35 講座以上 

        短期講座    前後期通して 1 講座以上 

        一日体験講座  前後期通して 5 講座以上 

      現在開講している講座の一覧については「【別紙 2-3】令和４年度開催講座一

覧」を参考としてください。 

     【2】フリーレッスン 前後期通して 3講座以上 

      フリーレッスンは【1】の講座講師が各テーマで行う講座開講日以外に行うレ

ッスンです。講座受講生以外にもフリーレッスンに参加することができます。

参加料は現在 1回 200 円受領しており、約 20 万円/年の収入があります。 

     【3】会議等      

リーダー会議・研修会 2 回以上（フェスティバル実行委員会を含みます。） 

   イ 事業の企画立案について 

    ・指定管理者は講師、日程、講座内容等について事業計画案を作成し市と協議の上、

承認を得て事業の内容を確定するものとします。事業の企画立案に関しては以下

の項目に留意するものとします。 

【1】講座数及び講座内容については、令和 4 年度まで市が委託している勤労青

少年ホーム事業が同ホームがなくなることからワークセンター松阪事業と

統合することになります。統合に際し内容が同じ内容の講座や勤労者のニ

ーズに合っていない講座については見直しを行うものとします。 

     【2】以前から開催されている講座について、特に受講生が少なく開催すること 

       が難しい場合には、講座の内容が勤労者のニーズに合った魅力あるものか

どうか、又は若年層をはじめ幅広い年代を対象とした効果的なものかどう

かについて検証し、継続については廃止も視野に入れ十分検討してくださ

い。 

     【3】新たに講座を開講する場合には、勤労者のニーズに合った魅力あるものか

どうか、又は若年層をはじめ幅広い年代を対象とした効果的なものかどう

かについて検討するとともに、その講座の内容がすでに市内の生涯学習関



 

13 
 

連の講座等と重複しないものであること、この講座を通じてグループづく

りを行い、リーダーの育成、活性化を図るものであるかの視点から慎重に検

討してください。 

   ウ 事業の運営費について 

 ・事業の受講料（原材料費含む）は、指定管理者が徴収し、指定管理者の収入と

なります。事業の運営費については受講料及び指定管理料により賄うことにな

ります。現在委託している講座の受講料及び講師料一覧は、「【別紙 4-3】令和４

年度開催講座一覧」を参考としてください。 

   エ 事業運営について 

    ・講座及び事業の開催にあたっては、施設を優先的に確保してください。 

・講座の受講のＰＲについては、ＳＮＳの積極的な活用（Facebook、Instagram、

Line 等の活用）等情報発信の仕方を工夫して取り組んでください。 

・外部要因（自然災害、新型コロナウイルス感染症拡大防止による施設の利用制限

など）により、市の方針として講座の延期又は中止の要請があった場合には、指

定管理者は速やかに講師及び受講生と調整し講座の延期又は中止するよう取り

組むものとします。また、その際に生じた損害については市と協議しその対応を

決めるものとします。 

   オ 事業の進捗報告について 

    ・指定管理者は、広報内容・方法、応募状況、講座及び事業の準備の進捗状況、講

座実施状況等について随時市に報告し、指導助言を受けるものとします。 

  ③ ワークセンターフェスティバル事業の運営 

   ア 事業内容について 

    ・ワークセンターフェスティバル事業は、勤労者相互の親睦を図り、地域社会との

交流、文化教養の向上を目指し、広くワークセンター松阪を市民にＰＲする目的

で開催するものです。具体的には各講座生の講座成果の発表の場、また新規講座

生の獲得をＰＲする場として、ステージでのダンス等の発表や創作展示、料理等

の出展などを行っています。ワークセンターフェスティバル事業に係る業務は

後述の実行委員会と委託契約を結び実施するものです。 

   イ 事業計画について 

    ・フェスティバル事業を実施するにあたり、指定管理者はフェスティバルに参加す

る関係団体や講座リーダーと調整し、実行委員会と協議して事業計画案を作成

し、最終的に市と協議の上、承認を得て事業計画を決定します。 

   ウ 実行委員会について 

    ・指定管理者はワークセンターフェスティバル実行委員会要綱に基づき、実行委

員会を立ち上げ事務局として事業の実施に取り組んでください。 

  エ 事業の運営費について 

    ・実行委員会への委託料については指定管理者が指定管理料により賄うこととし、

委託料の金額は市と協議の上、承認を得て確定するものとします。 

   オ 事業当日の運営について 
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    ・事業当日の運営については実行委員会及び指定管理者が中心となり業務を遂行

してください。 

   カ 事業の進捗及び実績報告について 

    ・指定管理者は、事業の準備の進捗状況等について随時に市に報告し、指導助言を

受けるものとし、事業完了後は、速やかに実施結果を報告してください。 

  ④ 就労支援事業の実施 

    ・就労支援事業については、ハローワーク松阪等の関係機関と協力して事業計画案

を策定し、策定後に市と協議し事業を実施することになります。事業の会場はワ

ークセンター松阪内とし、指定管理者は会場の提供、事業当日の受付等の業務、

事業のＰＲが主な業務となります。 

(2)維持管理業務 

① 施設管理（別紙１ Ｐ２１に概要記載） 

ア 施設および設備の保守・維持管理 

・施設の日常点検および定期巡回を行い、利用者に配慮した動線確保とともに足ふ

きマットの設置など、安全性・利便性・衛生環境に配慮した施設環境を保持して

ください。 

・建築物等に関しては、内外壁・床面の破損が無く、また衛生面ではカビ等の発生

が無いよう清潔な状態を保持するため美観を維持してください。 

・設備類（空調設備、火災報知機等自動制御設備等）は、必要な資格者を配置し、

日常点検・法定点検・定期点検を行い、設備の性能を維持してください。なお、

業務委託等を行う場合も、必要な有資格者による点検実施を徹底してください。 

 必要な資格者について、空調にて灯油を扱うことから「危険物取扱者（乙類 4 種）」

資格を保有する人員を 1名以上配置してください。 

イ 備品管理 

・指定管理者に貸与される市所有の備品については、備品台帳を備えるとともに日

常点検により正常に使用できるよう維持してください。なお、破損があった場合

は適正に修理・交換などの対応を行い、台帳の整理とともに市への届出等必要な

措置をとること。 

・貸与される備品以外に管理運営に必要となる備品については、指定管理者所有の

備品として配備し、指定管理者自身の備品台帳を整備し施設利用者が安全に使

用できるよう適正に管理してください。 

ウ 保安警備業務 

・施設の防犯、防火及び防災に万全を期し、利用者が安心して利用できる環境の確

保に努めてください。 

・戸締り、消灯などの確認、異常の有無の確認、火災予防点検を行ってください。

閉館時（無人時）の機械警備についても実施してください。なお、現在市におい

ても機械警備を導入しており、その機械について引き続き利用することは可と

しますが、その場合も令和 5 年 4 月よりは指定管理者において新たに業務委託

契約を締結し実施してください。 
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・緊急の負傷者・病人等発生した際に応急処置に必要な自動体外式除細動器（AED）

などの資機材および救急箱等を常備してください。なお、現在市においても AED

を導入しており、その機械について引き続き利用することは可としますが、その

場合も令和 5 年 4 月よりは指定管理者において新たに使用契約を締結し実施し

てください。 

エ 清掃業務 

・施設内外の日常清掃を行い、良好な環境衛生及び美観の維持に努め、快適な空間

を保つとともに、備品・器具などが清潔な状態に保たれるようにしてください。 

・日常清掃では実施しにくい箇所の清掃に関しては、休館時間等を活用し、必要に

応じて実施してください。 

・施設から発生する廃棄物に関しては、各種法令等に従い適切に廃棄処理してくだ

さい。 

   オ 修繕業務 

    ・施設の管理運営上必要な緊急修繕については、これを適切に行ってください。な

お、施設の資産価値に変動を生じさせるような、増改築、大規模補修については

市と協議の上対応することとします。 

 

２ 自主事業等となる事業 

(1)自主事業 

・雇用の促進と勤労者その他市民の健康・福祉の増進及び文化教養の向上につながる自

主事業を以下の示す項目に留意して実施してください。事業については、指定管理者

が事業の実施内容・方法・料金等を定め、その経費を捻出するとともに、料金等が発

生する場合は、その収益を指定管理者が収受するものとします。なお、実施に当たっ

ては、市と事業内容について協議・調整の上実施し（事業内容を変更する場合も同様

とします。）、事業完了後は、速やかに実施結果を報告してください。 

   ① 施設利用者へのサービスの向上につながる事業で、施設の管理運営に支障をきた

さないもの。 

② 施設の設置目的に沿った事業で、利用者ニーズが適正に反映されているものであ

ること。 

③ 関連法規等に抵触しない事業であること。 

  ・自主事業は、提案内容がそのまま実施できるものではなく、協定締結時に市と協議の   

上、実施内容を決定することとします。 

 

３ 組織体制・人員配置 

  ・施設の機能を、最大限発揮できる職員配置を行ってください。 

・管理運営に係る業務全体を総合的に把握し調整する総括責任者及び各業務の業務責

任者を定め、管理運営の開始前に市へ報告してください。 

・施設の管理運営に当たり法令等により資格を必要とする業務の場合には、各有資格者

を配置し、その内容を報告してください。なお、空調で灯油を取り扱うため危険物取
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扱者乙（類４種）資格保有者を配置してください。 

・職員の資質向上とサービス向上のため、職員研修を定期的に実施するとともに施設の

管理運営に必要な知識と技術の習得に努めてください。 

・職員は、統一した名札等を着用し、来館者が施設のスタッフであることを認識できる

ようにすることとします。 

・業務の遂行にあたっては、十分に市と連携を図り、市の主催イベント等関連する事業

に対しては、協力体制を構築してください。 

・業務遂行中の職員の災害については、いかなる理由がある場合においても、指定管理

者が責めを負うこととする。 
 

４ 事業報告について 

指定管理者は、以下の内容について事業報告書等を作成し、報告するものとします。 

(1)日報、各種帳票類の作成・記録 

日報等を作成し、施設の管理運営及び利用実績を記録するとともに、指示があった

場合には市に報告するものとします。なお、記録する内容については、協定によりこ

れを定めます。 

(2)月次事業報告書の提出 

指定管理者は、毎月報告書を作成し、翌月 10 日までに市へ提出してください。な

お、記載内容に関しては、次のとおりとし、詳細については協定で定めます。 

① 管理業務及び事業の実施状況並びに利用状況 

来館者数、施設利用状況（貸館件数等）、施設設備の維持管理および小規模修繕の

実施状況、事業実施状況 

② 自主事業の実施状況及び実績 

自主事業の利用状況および売上等 

③ 利用者・来訪者からの意見・苦情等の状況 

(3)年次報告書の提出 

毎年度終了後 30 日以内（指定管理者の指定を取り消された場合は、その取り消され

た日の翌日から起算して 30 日以内）に事業報告書を提出してください。 

事業報告書に記載する内容は、次のとおりとし、詳細については協定で定めます。  

① 管理業務及び事業の実施状況並びに利用状況 

② 施設使用状況、施設設備の維持管理状況、事業実施状況  

③ 管理運営及び事業実施に係る収支の状況（経費および利用料金の状況） 

④ 自主事業実施に係る利用状況および収支状況（経費および売上等の状況） 

(4)その他報告を要する事項 

以下の項目に関しては、事象発生時に速やかに状況を報告するとともに、市から指

示があった日の翌日から起算して、1 日以内に確認できている状況を書面にて市へ報

告してください。 

① 緊急事態報告書 

事件事故等により、施設利用者および職員等に対しての人的被害もしくは施設等
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への物的被害が発生し、もしくは発生すると想定される事象が生じた場合は、警

察・消防等の機関への要請を行うなど速やかに適切な対応を行うとともに、その内

容について市へ報告してください。 

② 災害報告等 

台風・震災等の気象警報等が発令された場合は来館者の安全確保のために必要な

措置を講じるとともに、警報解除後、速やかに被害状況を確認し市へ報告してくだ

さい。 

  ③ 大規模災害時における対応 

     ワークセンター松阪は、指定避難所（第二次）となっており、大規模災害時に

は長期にわたり避難所として活用されることが想定されています。避難所の開設

を指示された場合には、すみやかに通常業務を停止し、市の指示に従い避難所と

しての活用されるよう取り組むとともに避難所運営に協力してください。なお、

その際の業務への復帰等については市からの指示に従うものとし、その際の損失

補填については市と協議するものとします。 

④ 資格状況の変更（取得・喪失等） 

業務を実施する上で、必要となる資格に関して、担当者の変更など、資格の状況

の取得・変更・喪失などの事象が発生した場合には、速やかにその内容を市へ報告

してください。なお、定期的に資格の期限を確認してください。 

 

５ 緊急時の対応について 

災害発生等における緊急時の対応について、利用者・職員等の安全を第一に考え、

以下のとおり計画・マニュアルを作成して対応してください。 

(1)消防防火計画の作成および報告 

消防法の規定に基づき、防火管理者を配置した上で、消防計画を作成し所定の機関

に報告するとともに、計画に基づく訓練を実施してください。 

(2)緊急時マニュアルの策定 

以下の項目に関し、緊急時の発生リスクの抑制及び発生時の対応を行うためのマニ

ュアルを策定し、施設に勤務する職員等への周知・徹底を行ってください。なお、マ

ニュアル策定に際しては、事象の発生時点が開館時間中または閉館時間中における対

応を加味して策定してください。 

① 台風・震災等の気象警報・注意報発令時の対応 

② 災害発災後の対応 

③ 災害等による臨時休館に対する対応 

④ 施設利用者の負傷・傷病等への対応 

⑤ 不審者等の侵入等に対する対応 

 

６ 情報管理 

(1)書類等の作成及び保管 

・指定管理者は、施設の運営・管理に関する関係書類に関して簿冊にて管理し、その
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台帳を整理するとともに、市から報告や実地調査を求められた場合には、速やかに

提示し、誠実に対応してください。 

・関係書類は、指定管理期間中は、指定管理者において保管し、指定期間終了時には、

市へ引き継ぐこととします。 

・松阪市監査委員等が市の事務を監査するに当たり、必要に応じ指定管理者に対し、

実地に調査し、又は必要な記録の提出を求める場合があるので、誠実かつ迅速に対

応してください。 

(2)個人情報の管理 

・指定管理者は指定管理業務を実施するに際し、個人情報を取り扱う場合は、松阪市個

人情報保護条例に基づき、個人情報の保護のため必要な措置を講じてください。 

(3)情報公開への対応 

・指定管理者が指定管理業務を実施するに際して、作成・保管・管理を行う文書等につ

いては、松阪市情報公開条例の規定により、公開等のための必要な措置を講じてくだ

さい。 

(4)守秘義務の徹底 

・指定管理者およびその職員等は、業務遂行上知り得た秘密を外部に漏らしてはなり

ません。また、管理運営業務等に関する内部情報は、施設または指定管理者の事業

所でのみ取り扱うこととし、それによりがたい場合は事前に市と協議してくださ

い。 

 

７ 保険加入  

指定管理者は、募集要項、仕様書に定める自らのリスクに対して、適切な範囲で保険

等に加入してください。 なお、建物火災保険については、市が加入するものとします。  

 

８ 施設の修繕等  

指定管理者が管理を行う施設等の修繕及び整備・改修に要する経費の負担は次のとお

りとします。 

(1)施設・設備等修繕 

・施設・設備の経年劣化等（原則、災害に伴うものを含む。）で修繕を要する場合は、

管理業務の一部として、1 件当たり 20 万円以下の修繕は指定管理者が負担し、20 万

円を超過する修繕の場合は、超過分を市が負担することします。 

(2)備品等修繕 

・市に帰属する備品で修繕を要する場合は、管理業務の一部として、1 件当たり 10 万

円以下の修繕は指定管理者が負担し、10 万円を超過する修繕の場合は、超過分を市

が負担することとします。 

・破損等をした備品が修繕できない状況にある場合は、原則、代替の備品を指定管理者

の負担において補充し、所有権移転などの必要な手続きを行うものとし、この経費が

10 万円を超える場合は、市と協議を行い対応するものとします。 

(3)整備・改修  
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・施設・設備の老朽化などに対応するため施設の大規模な整備・改修を行うもので市が

計画するものについては、市の負担にてこれを行います。なお、整備・改修等に伴い、

施設の休館等を要する場合は、原則、前年度中に市と指定管理者で協議を行うことと

します。 

・指定管理者が自主事業等の実施に伴い、施設・設備を整備・改修しようとする場合は、

事前に市の承諾を得た上で、指定管理者の負担でこれを行うこととします。 

(4)その他 

 (1)～(3)の場合においても、故意による施設・備品の損壊等が明らかな場合において

は全額指定管理者による修繕を行ってください。 

 

９ 第三者への委託  

・指定管理者は、指定管理者が行う業務の全部を第三者に委託し、請け負わせることは

できません。ただし、施設の管理運営業務を効率的に行う上で必要と思われる業務に

ついては、市と協議の上、業務の一部を他の者に委託することができることとします。 

・業務を第三者に委託する際にも、仕様書等の要件を満たすものとし、事前に市の承認

を受けた業務に限ることとします。 

・「Ⅳ 管理業務となる事業」「１ 管理業務となる事業 (1)運営業務」及び「２ 自主事

業等となる事業 (1)自主事業」については原則指定管理者が業務を行ってください。 

※ただし（1）➂「ワークセンターフェスティバル」は実行委員会へ委託するためこ

の限りではありません。 

 

10 協定と引継ぎ 

(1)基本協定と年度協定 

・協定については、市と指定管理者が協議を行った上で、仕様書に基づき提案された内

容をもとに基本協定を締結し、この発効により、令和 5年度から令和 9 年度（指定管

理期間）まで、年度毎に年度協定を締結します。 

・年度協定の締結に際しては、年度毎の事業計画書および収支予算書を前年度 11 月末

までに策定することとし、市と指定管理者の協議の上、これを締結します。 

(2)指定期間満了時の引継ぎ  

・指定管理者は、指定期間終了後に、次期指定管理者が円滑に、かつ、支障なく本施設

の業務を遂行できるよう引継ぎを行ってください。また、引き継ぎに際し、要する経

費および臨時に休館等を行う必要が生じた場合の損益等については、指定管理者の負

担においてこれを行うこととします。 

 

Ⅴ 指定管理者の業務に要する経費等 

(1)利用料金制及び承認料金制の採用 

・本施設の管理運営に当たっては、地方自治法第２４４条の２第８項及び条例第１６

条のとおり「利用料金制」を採用するため、本施設の利用料金は指定管理者の収入

となります。 
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・利用料金の額は、条例別表に定める額の範囲内において、指定管理者があらかじめ

市長の承認を得て定める「承認料金制」を採用します。よって、本施設の管理運営

に当たっては、市場ニーズを踏まえた合理的な料金設定を行い、利用を促進し、収

入の確保を図るよう努めるものとします。ただし、料金設定を含む管理運営の基本

姿勢として、社会全体の利益、住民の福祉向上等公共の福祉が優先しますので、営

利の追求に偏ることがないよう、特に留意してください。 

(2)指定管理料 

各年度において、次のとおりの指定管理料を上限とします。上限の範囲内で指定管

理者としての事業計画を作成してください。 

 

指定管理料（年度上限額、消費税及び地方消費税含む） 

令和５年度（2023 年度） 28,600,000円 

令和６年度（2023 年度） 28,600,000円 

令和７年度（2023 年度） 28,600,000円 

令和８年度（2023 年度） 28,600,000円 

令和９年度（2023 年度） 28,600,000円 

消費税及び地方消費税は支払いの時点の税率を適用する。 

指定期間内の消費税率の引き上げは、リスク分担表に定める「制度関連」に該当

し、引き上げ時に別途協議します。 

 

Ⅵ その他 

仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容について定めのない事項又

は疑義が生じた場合は、市と指定管理者が誠意をもって協議し、決定することとする。 
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別紙１  

【保守及び維持管理業務等仕様書】 

 実施期間：令和 5年 4月 1 日～令和 10 年 3 月 31 日 

業務名 内容等 

維
持
管
理
に
か
か
る
も
の 

施設管理業務 

○施設管理・窓口業務等（火～土）（４施設） 

【午前 8時 30 分～午後 9時】 

日、祝【午前 8時 30 分～午後 5時】（４施設） 

施設屋内清掃業務 

○定期・特別清掃 年１２回（４施設） 

○定期清掃（４施設） 

【通年】 

施設屋外清掃業務 
〇定期清掃（ワークセンター松阪敷地内） 

【通年】 

芝生及び樹木管理業務 

〇芝生刈込（年５回） 

〇芝生施肥（年３回） 

〇病中害防除（年２回） 

〇除草剤散布（年２回） 

〇芝生目土散布（年１回） 

〇高中木選定（年１回） 

〇中木寄植剪定（年１回） 

〇低木寄植剪定（年１回） 

〇薬剤散布（年２回）等 

機械警備業務 
○施設内警備 

【通年】 

保
守
に
か
か
る
も
の 

消防用施設保守点検 
○法定点検 

【年２回】 

電気保安業務 〇電気保安（４施設）年２回 

空調設備保守管理業務 

〇冷房時 年２回、暖房時 年２回 

〇吸収式冷温水機 通年 

〇クーリングタワー年２回 

〇地下タンク 年１回 

〇受水槽 年１回 

自動ドア保守点検業務 
○定期点検 

【年４回】 
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ワークセンター松阪 施設稼働率

貸館稼働率 講座稼働率 稼働率計

5年平均（H28~R2）
施設 部屋

部屋
番号

研修室 F 11.41% 20.77% 32.18%

会議室 G 11.20% 0.00% 11.20%

視聴覚室 E 7.80% 8.68% 16.47%

多目的ホール B 23.74% 14.02% 37.76%

１階会議室 I 34.65% 10.03% 44.68%

２階会議室 K 21.28% 3.88% 25.16%

第１講習室 O 10.93% 5.58% 16.51%

第２講習室 P 13.97% 0.00% 13.97%

和室 Q 2.82% 4.71% 7.53%

料理講習室 N 7.37% 0.10% 7.47%

音楽室兼多目的ホール M 21.38% 22.28% 43.65%

テニスコート T 25.72% 2.40% 28.11%

多目的グラウンド U 29.33% 0.00% 29.33%

小計 17.05% 7.11% 24.16%

※ 施設の名称は令和5年4⽉1⽇からの名称となります。

※ J 会議室は令和５年４⽉１⽇より使⽤可能

※ R 会議室は令和４年４⽉１⽇より使⽤。（使⽤率統計なしのため記載せず） 

本館

第一別館

第二別館

体育施設
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備品名称 数量 備品名称 数量

折りたたみパイプ椅子 407 物置テーブル 1

机 27 テレビ 1

椅子 54 壁張り付きホワイトボード 3

ホワイトボード 3 予定表ホワイトボード 1

モニター 1 カウンター 3

黒板 4 パンフレット立て 3

時計 4 書庫 9

アンプ 2 書類入れ庫 2

電話台 2 物置台 1

演台 2 消火器 2

スチール棚 4 作業テーブル 2

木製棚 1 備品入れロッカー 2

ミシン 6 キャビネット 3

アイロン 4 黒板付きホワイトボード 1

１口ガスコンロ 1 物品棚 4

案内ボード 2 傘立て 1

ロッカー 6 壁付け掲示板 1

６連椅子 1

縦折りたたみ机 22

壁付き扇風機 1

モニター台 1

機材入れ台 1

長机 14

机台車 1

消火器 1

会議用テーブル 8

会議用椅子 22

靴入れ 1

受付台 2

ロッカー（鍵付き） 3

掃除用具入れロッカー 1

打合せ用テーブル 2

事務用椅子 13

ソファー一式 3

新聞立て 1

雑誌立て 1

４段物入 2

本館（旧松阪勤労者総合福祉センター）　備品一覧



備品名称 数量

長机 45

壁張り付きホワイトボード 2

椅子 30

ホワイトボード 1

事務用椅子 16

椅子台車 2

テーブル 1

電話台 1

折りたたみパイプ椅子 137

時計 1

演台 1

消火器 2

ガスコンロ２口 1

食器棚 1

壁付き扇風機 1

スクリーン 1

案内ボード 1

壁付け掲示板 1

別館１（旧松阪市労働会館）　備品一覧



備品名称 数量 備品名称 数量

２段棚 4 ガスコンロ２口 7

雑誌立て 2 姿鏡 4

ガラスケース 1 三段ボックス 1

ロッカー 4 調理台 6

靴入れ 2 冷蔵庫 2

ソファーテーブル 1 炊飯器 2

ソファー一式 1 オーブン 4

傘立て 1 レンジ 2

案内ボード 2 オーブントースター 2

半月テーブル 2 壁付け掲示板 1

木製椅子 12

テレビ台 2

事務デスク 4

事務用椅子 4

予定表ホワイトボード 1

長机 36

折りたたみパイプ椅子 15

キャビネット 1

書棚 4

棚 2

プリンター 1

書類入れ庫 1

穴あけ機 1

消火器 3

食器棚 4

ホワイトボード 4

椅子台車 2

椅子 98

時計 4

壁付き扇風機 1

扇風機 1

レッスン鏡 1

電話台 1

マイクスタンド 1

演台 2

打合せ用テーブル 1

別館２（旧松阪市勤労青少年ホーム）　備品一覧



備品名称 数量

傘立て 2

カウンター 1

丸テーブル 4

椅子 23

３連椅子 3

ガラステーブル 1

フラワーボックス 2

本立て 1

時計 3

折りたたみパイプ椅子 3

長机 2

鍵付きロッカー 8

長椅子 2

掃除機 2

丸椅子 4

ヘアードライヤー 2

壁張り付きホワイトボード 2

壁付け掲示板 1

体育施設（旧松阪勤労者体育施設）　備品一覧



備品名称 数量 備品名称 数量

脚立 2 リバーブ 1

パネル（展示版） 39 三脚 1

マイクロホン 22 ブラインド 65

CD・MDプレーヤー 2 七宝焼機械工具 2

マイクスタンド 11 絵画用イーゼル 5

チャンネルミキサー 2 茶道用具 6

アンプ 13 譜面台 5

ワイヤレスマイク受信機 2 チューナー 4

マイクコード 6 照明器具類 2

スピーカー 4 音響器具 13

アイヤレスアンプ 1 テニスネット 4

スポットライト 1 テニス防風ネット 7

モニター 3 ハンドボールゴール 2

昇降用スイッチパネル 1 野球用ベース 3

ストップウォッチ 3 スポンジドライヤー 4

紅白幕 2 吸水ローラー 2

シート巻取機 1 巻尺オーブン 2

テント 3 二輪車 1

ロープスタンド 1 テープライター 1

健康測定機器 1 ５２型テレビ 1

マット 3 ブルーレイプレーヤー 1

ソフトバレー用支柱 3 液晶プロジェクター 1

得点版 6

審判台 1

ボール整理籠 2

バトミントンネット 1

バトミントン支柱 1

バレーボールネット 1

バレーボール支柱 1

網引き用網巻取機 3

網引き用網 3

運搬台車 1

グランドピアノ 1

舞台装置一式 1

移動式黒板 2

AV調整卓 1

キーボード 1

その他備品一覧
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